
●令和２年９月１日発行／発行所・蕨市役所
●８月１日現在人口：75,833人  前月比  －27人
　世帯数：39,986　　   人口密度：14,840人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2020/令和２年
わらび・838

～今月の特集～
◦蕨市シルバー人材センター……２
◦新しい消防署塚越分署完成……６
◦新型コロナウイルス関連情報…８

広報WARABI

～今月の表紙～　敬老の日の贈り物
　おじいちゃんとおばあちゃんに写真立
ての贈り物を作ったさくら保育園の年長
さん。きっと喜んでもらえるでしょうね。



事
を
す
る
こ
と
が
健
康
の

秘
訣け

つ

で
す
ね
」
と
明
る
く

話
す
の
は
、
会
員
歴
９
年
の
飯
島

さ
ん
。
日
頃
は
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
人
間
だ
っ
た
飯
島
さ
ん
は

退
職
後
、
家
に
い
て
も
時
間
を
持

て
余
し
、
退
屈
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
と
会
員
に
登
録
。

働
き
始
め
る
と
、
以
前
の
よ
う
に

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
。

　

飯
島
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
真
面

目
で
丁
寧
。
そ
の
熱
心
な
姿
に
住

民
の
か
た
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
。「
仕
事
を
す

る
と
生
活
に
張
り
が
出
て
、
気
力

も
充
実
し
ま
す
。
通
勤
や
力
仕
事

は
運
動
に
も
な
り
ま
す
し
、
良
い

こ
と
づ
く
め
で
す
よ
」
と
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
飯
島
さ
ん
で
す
。

　地域で働く生きがいを提供 するシルバー人材センター。
２、３㌻では､ 会員となり人 生の第二ステージをはつらつ
と過ごしている二人と、同セ ンターについて紹介します。

▲駅前駐輪場の管理も仕事の一つ

　

蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
仕
事
や
子
育
て
な
ど
が
一

段
落
し
、
人
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ

を
歩
き
始
め
た
人
に
、
生
き
が
い

や
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
が
登
録
で
き
、

３
２
８
人
（
７
月
末
現
在
）
が
会

員
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
や
除
草
、
施
設
の
管
理
な

ど
約
40
種
類（
左
㌻
参
照
）も
の
仕

事
が
あ
り
、
そ
の
人
の
希
望
や
能

力
に
あ
っ
た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。

講
習
会
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実

し
て
お
り
、
未
経
験
で
も
安
心
。

何
か
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る

人
は
ぜ
ひ
、
地
域
と
い
う
新
た
な

舞
台
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
で
働
き
生
き
が
い
作
り

■
仕
事
を
す
る
と

　
　
　
　
　
元
気
が
出
ま
す
ね
■

▲ごみ出しは力仕事。良い運動です

飯
いい

島
じま

 徹
とおる

 さん
中央在住・75歳

▲モップ掛けをする飯島さん。丁寧な仕事が評判です

蕨市シルバー人 材センター特集

人生を彩る新 たな生きがい
地域で働き充 実した生活を

「
仕

Interview No.1
～生涯現役宣言～
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　地域で働く生きがいを提供 するシルバー人材センター。
２、３㌻では､ 会員となり人 生の第二ステージをはつらつ
と過ごしている二人と、同セ ンターについて紹介します。

※他にもさまざまな仕事があります。詳しくは同センターへ

■
地
域
の
交
流
が
増
え

　
　
　
　
　
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
■

▲仲間との協力がたいせつです

上
うえ

田
だ

 久
く

美
み

子
こ

 さん
中央在住・64歳

▲慣れた手つきで草を刈る上田さん

蕨市シルバー人 材センター特集

人生を彩る新 たな生きがい
地域で働き充 実した生活を

シルバー人材センターに登録しませんか
対象＝�健康で働く意欲と体力のあるおおむね60歳以

上の人　会員制
登録＝�公益社団法人蕨市シルバ

ー人材センター（中央１
-30-２　緯433・0962）　
月曜日～金曜日（祝日・
年末年始を除く）午前８
時半～午後５時

技能を生かす分野
○植木手入れ
○毛筆筆耕

管理業務
○公共施設管理
○放置自転車対策
○駐輪場管理

屋内外の一般作業
○除草　　　　　○マンション清掃
○ビル清掃　　　○粗大ごみ持ち出し
○病院内軽作業　○封入れ作業

～シルバー人材センターのお仕事（一部抜粋）～

年
、
子
ど
も
が
独
り
立
ち

し
た
こ
と
を
機
に
、
会
員

に
な
っ
た
上
田
さ
ん
。
個
人
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
除
草
作
業
を

行
い
、
仲
間
と
と
も
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
専
業
主
婦
歴
が
長
く

自
分
に
で
き
る
仕
事
が
あ
る
か
分

か
ら
ず
不
安
で
し
た
が
、
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
の
優
し
い
指
導
も
あ

り
、
す
ぐ
に
楽
し
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
。「
勇
気
を
出
し

て
一
歩
踏
み
出
し
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
、
今
で
は
市
内
を
元
気
に

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
で
の
関
わ
り
も
増
え
、

毎
日
充
実
し
て
い
ま
す
。
蕨
の
こ

と
も
詳
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
、

に
っ
こ
り
。
新
た
な
出
会
い
を
通

じ
て
、
人
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
を

い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨

Interview No.2
～専業主婦から大変身～

蕨　駅
西　口

蕨駅西口交番

駅
前
通
り

●

★ シルバー人材センター
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●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘は

い

徊か
い

行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
※
本
人
・

家
族
と
も
に
市
民
が
対
象
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
介
護
保
険
の
要
介
護
度
が

重
い
低
所
得
の
高
齢
者
に
、
月
額

５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
対

象
＝
介
護
保
険
被
保
険
者
で
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人　
①
65
歳
以
上　
②
施

設
に
入
所
し
て
い
な
い　

③
要
介

護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介
護
保

険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段
階
以

下（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
）

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
蕨
市
に
１
年
以
上
在
住
の

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を

借
り
る
と
き
に
保
証
人
を
確
保
で

き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃
等
債
務

保
証
制
度
を
利
用
し
た
場
合
に
、

初
回
保
証
料
の
２
分
の
１
（
上
限

３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
住
む
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
額（
月
額
）

＝
①
家
賃
が
月
額
１
万
円
以
上
３

万
円
未
満
の
場
合　

６
０
０
０
円�

②
家
賃
が
月
額
３
万
円
以
上
６
万

円
以
下
の
場
合　

１
万
円

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。
融
資
限
度
額
＝

１
２
０
万
円

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い�

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分
の
２

以
内
で
上
限
は
10
万
円

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

高齢者福祉事業 ぜひご活用を

グラウンドゴルフを楽しむ塚越和楽会の皆さん（塚越グラウンド）

　市内には65歳以上のかたが、人
口の約23％に当たる17,449人い
らっしゃいます（８月１日現在）。
そこで４、５㌻では、皆さんが元気
に暮らせるように実施されている
各種福祉事業や制度を紹介します。

― 問い合わせ ―
 介護保険室（☎433･7756）

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

99歳以上 50,000円
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●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人（
条
件
あ
り
）の

負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
の

寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用

で
き
る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
、
ご
利

用
者
の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

（
日
中
独
居
を
含
む
）の
人
の
お
宅

に
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結
し
た
専

用
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
緊

急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
の
家
み
つ
わ
苑
（
南

町
２
丁
目
）／
60
歳
以
上
の
市
民

が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
～
土
曜

日
の
午
後
１
時
～
４
時
半　

▼
ス
カ
イ
ウ
ェ
ル
／
交
流
高
圧
電

位
治
療
器
が
20
分
間
利
用
で
き
ま

す
。
午
前
９
時
～
11
時
40
分
、
午

後
１
時
～
４
時
40
分　

▼
リ
ズ
ム
体
操（
※
）／
８
日
・
15

日
・
29
日
・
10
月
６
日　

火
曜
日�

午
前
９
時
50
分
～
11
時
20
分　

定

員
＝
先
着
８
人　

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

内
同
施
設
（
緯
432
・
７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
可
。

▼
け
や
き
健
康
麻
雀
／
第
１
・
３

金
曜
日　

午
後
１
時　

初
心
者
歓

迎
、
会
費
制　

問
い
合
わ
せ
＝
同

施
設
（
緯
441
・
０
７
０
５
）

　

●
松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
で
き

ま
す
。
事
前
登
録
制
。
身
分
証
持

参
。
今
月
の
休
館
日
＝
土
・
日
曜

日
・
祝
日　

問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
緯
443
・
６
５
４
２
）

▼
楽
し
く
続
け
る
ロ
コ
モ
体
操
／

10
月
１
日
～
29
日　

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
半　

先
着
15
人　

無
料�

タ
オ
ル
・
飲
み
物
持
参　

申
し
込

み
＝
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３

時
に
同
館

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
市
内
に
は

25
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

詳
細
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
。

　

●
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ

ウ
ス
松
原
」／
身
体
機
能
の
低
下

が
あ
り
、
生
活
に
不
安
の
あ
る
60

歳
以
上（
夫
婦
可
）の
市
民
で
市
内

に
在
住
し
て
１
年
以
上
の
人
か
３

親
等
以
内
の
扶
養
義
務
者
が
１
年

以
上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人　

詳
細
＝
同
施
設（
緯
432・６
７
４
７
）

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
総
合
相

談
窓
口
。
担
当
地
区
／
錦
町
・
中

央
・
北
町
＝
蕨
市
第
一
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
434
・
６
７
２

１
）
南
町
・
塚
越
＝
蕨
市
第
二
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
290
・

８
５
８
７
）

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
の
中
止

／
今
月
に
予
定
し
て
い
た
お
年
寄

り
を
敬
う
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝
介
護

保
険
室

　

●
け
や
き
荘
ま
つ
り
の
中
止
／

４
日
～
６
日
に
予
定
し
て
い
た
け

や
き
荘
ま
つ
り
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝

介
護
保
険
室

　

●
介
護
交
流
サ
ロ
ン
／
９
月
は

中
止
と
な
り
ま
す
。
10
月
以
降
の

開
催
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。
詳

細
＝
蕨
市
第
一
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
緯
434
・
６
７
２
１
）

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
／
無
料
パ
ス

を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
無
料
と

な
り
ま
す
。
対
象
＝
75
歳
以
上
の

市
民　

申
し
込
み
＝
身
分
証
明
書

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
）と
、

証
明
用
写
真
（
縦
３
㌢
㍍
×
横
2.4

㌢
㍍
）
２
枚
を
持
参
し
、
市
役
所

２
階
安
全
安
心
推
進
課
（
緯
430
・

７
８
３
４
）　

※
郵
送
可
（
要
事

前
連
絡
）。

　

●
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
奨
励
事
業
／
運
転
免
許
証
を
４

月
１
日
以
降
に
自
主
返
納
し
た
市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
に
、
バ

ス
回
数
券（
７
７
０
０
円
分
）か
タ

ク
シ
ー
利
用
券（
初
乗
り
14
回
分
）

を
交
付
し
ま
す
。
申
し
込
み
＝
年

齢
確
認
が
で
き
る
書
類
の
写
し
と

取
消
通
知
書
の
写
し
、
印
鑑
を
持

参
し
、
市
役
所
２
階
安
全
安
心
推

進
課
（
緯
430
・
７
８
３
４
）

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

ご
利
用
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

※広報蕨発行後に中止や延期となる場合がありますので開催状況については主催者までご確認ください5　広報WARABI



災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

新
し
い
消
防
署
塚
越
分
署
完
成

　
耐
震
化
整
備
の
た
め
、
建
替
え
工
事
を
進
め
て
き

た
消
防
署
塚
越
分
署
が
、
先
月
25
日
か
ら
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
分
署
の
概
要
や
先
月

23
日
の
開
署
式
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

非
常
用
自
家
発
電
設
備
、
女
性
用

仮
眠
室
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
屋
上

視
認
標
示
な
ど
を
新
設
し
た
ほ
か
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
自
動
化
や
資
器
材

を
積
み
下
ろ
し
す
る
電
動
フ
ッ
ク

の
配
備
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
迅
速

に
出
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

感
染
症
対
策
で
は
、
血
液
や
嘔お

う

吐と

物
な
ど
が
付
着
し
た
器
具
等
を
適

切
に
清
掃
で
き
る
よ
う
、
車
庫
内

に
除
染
室
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
訓
練
用
放
水
壁
や

屋
内
進
入
が
可
能
な
バ
ル
コ
ニ
ー

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
と
も
、「
防
災
都
市・

蕨
」の
実
現
に
向
け
、消
防
救
急
・

防
災
対
策
を
更
に
充
実
さ
せ
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
総
務
課

（
緯
441
・
０
１
１
７
）

の
建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、

耐
震
化
整
備
や
老
朽
化
対
策
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29

年
度
に
「
建
替
基
本
計
画
」
を
策

定
。現
在
地
で
の
建
替
え
に
向
け
、

昨
年
５
月
か
ら
分
署
機
能
を
一
時

的
に
市
民
公
園
管
理
棟
内
へ
移
転

し
、
解
体
・
建
設
工
事
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
７
月
末

に
工
事
は
完
了
。
先
月
25
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
分
署
は
地
上
３
階
建
て
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造

で
、
延
べ
床
面
積
は
５
８
０
・
06

平
方
㍍
と
、
旧
分
署
の
２
倍
以
上

で
す
。
ま
た
、
建
物
の
外
観
は
、

蕨
の
伝
統
織
物
で
あ
る
双ふ

た

子こ

織お
り

を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
と
し
て
は
、
防
火
水
槽
、

　

消
防
隊
員
が
６
人
体
制
で
３
６

５
日
常
駐
し
て
い
る
ほ
か
、
消
防

団
・
第
１
分
団
の
詰
め
所
で
も
あ

る
消
防
署
塚
越
分
署
。
消
防
車
２

台
と
救
急
車
１
台
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
の
出
動
件
数
は
２
０

４
８
件
と
、
市
内
全
体
の
約
40
％

を
占
め
る
な
ど
塚
越
・
南
町
地
区

の
防
災
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
塚
越
分
署
は
昭
和
50
年

施設の概要／�【ところ】塚越４-１-６　【構造】鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　【新設備】防火水槽・非常用
自家発電設備・女性用仮眠室・多目的トイレ・屋上視認標示・訓練用放水壁・除染室　など

塚
越
分
署
を
現
在
地
建
替
え

耐
震
性
有
し
た
防
災
拠
点
に

限
ら
れ
た
敷
地
を
有
効
活
用

必
要
機
能
を
備
え
た
新
分
署

塚越４丁目

塚越大通り
市民公園

塚越分署

第一中学校

西川口駅→

西川口駅→

第一中学校

東小学校

南町２丁目南町２丁目

←蕨駅

南町
１丁目
南町
１丁目

塚越１丁目塚越１丁目

広報WARABI　6



　自動でシャッ
ターを開けたり、
重い物も電動フ
ックで積み込ん
だりできるので、
緊急時にすぐ駆
けつけてくれそ
う。とても頼も
しく感じました。

　訓練する場所
や非常時の設備
など、見どころ
がたくさんあり
ました。将来は
消防職員になっ
て、災害のとき
に地域の人の力
になりたいです。

　放水壁を設置したことでスタ
ンドパイプで放水訓練ができる
ようになりました。また、バル
コニーや屋外階段も訓練で利用
できる構造になっています。こ
のほか、空きスペースにはトレ
ーニング器具を備えています。

　近隣住民の皆さんも見守る
なか、塚越分署の開署式が行
われました。テープカットで
幕を上げた式典では、消防団・
第１分団による放水訓練を実
施。新たな防災拠点の誕生に、
参加した23人は期待に胸を膨
らませていました。

　地域の防災拠点として、じゅ
うぶんな耐震性能を有するとと
もに、停電時にも業務が継続で
きるよう、非常用自家発電設備
を設置。また、消火用の水とし
て、敷地内には40立方㍍の防火
水槽を設けています。

Point③訓練が実施できる施設に

８月23日に塚越分署の開署式を開催

Point①防災拠点となる消防庁舎

高
たか

津
つ

戸
と

 海
みな

友
と

 さん
(東小学校４年)

吉
よし

田
だ

 琥
こう

政
せい

 さん
(東小学校４年)

　施設は多種多様化する災害に
迅速・的確に対応できる職員動
線を重視した構造に。車庫内に
除染室を設けたほか、500㌕ま
でつり下げられる電動フックに
より水害時の救命ボートも素早
く準備することができます。

Point②多様化する災害に対応可

　リポーターに挑戦したのは、
塚越分署の近くに住む吉田琥政
さんと高津戸海友さんの仲よし
コンビ。消防本部の後藤壮志副
主任から話を聞きました。

新しくなった塚越分署を
児童リポーターが
先取り取材！

▲�「建物の外観は双子織をモチーフにし
ています」との説明に耳を傾ける二人

設備が新しく
頼もしいです

将来は自分も
消防職員に！

～取材後の感想～

7　広報WARABI
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは
秘書広報課（緯433・7703）へ

ＰａｙＰａｙで
ポイント還元

新型コロナ緊急対策第３弾／経済対策

　

こ
こ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。な
お
、最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

▲市ホームペー
ジはこちらから
御覧になれます

10月１日～31日
１回上限 2,000円
期間中計 １万円

最大30％

市
と
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱
は

先
月
４
日
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
推
進
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た（
左
写
真
）。

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
市
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
第
３
弾
の

地
域
活
性
化
・
消
費
者
応
援
事
業

と
し
て
「
～
小
さ
な
蕨
が
大
き
く

応
援
～
最
大
30
％
戻
っ
て
く
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
、
市

内
対
象
店
舗
で
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を

使
っ
て
支
払
っ
た
場
合
（
条
件
あ

蕨

り
）、金
額
の
最
大
30

％
分
が
還
元
さ
れ
る

こ
の
事
業
。
付
与
上

限
額
は
１
回
２
０
０

０
円
、
期
間
中
計
１

万
円
で
す
。
な
お
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
不

慣
れ
な
か
た
向
け
に

相
談
会（
右
囲
み
）を

開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
＝
商
工
生
活
室

（
緯
433
・
７
７
５
０
）

●旭町公民館（中央１ ︱23 ︱８）
／23日（水）＝午前10時と午後
１時半　10月６日（火）＝午後
１時半　10月８日（木）＝午後
１時半　各20人　申し込み＝
商工生活室（緯433・7750）
※このほか、ソフトバンク蕨
（塚越２ ︱19 ︱18かるら蕨１階）
でも午前10時半～午後７時半
の営業時間内にお受けします。
電話（緯433・6022）で要予約。

蕨市

※ヤフーカード以外のクレジットカードは対象外となります。 ※後日 ボーナスを付与。出金・譲渡不可。

×

※病院、調剤薬局、大手チェーンなど一部対象外店舗除く。

蕨市 市民生活部

スマホで
アプリのダウンロード

市内の対象店舗で
でお支払い

決済から約 日後
ボーナス還元

蕨市× キャンペーン利用イメージ

スマホにPayPay
アプリをダウン
ロード

市内対象店舗で
PayPayを使って
支払い

決済から約30日
後にPayPay
ボーナス還元

PayPay使い方相談会

PayPay㈱と包括連携協定を締結

●県民サポートセンター＝24時間、土・
日曜日・祝日も対応　緯0570・783・770

●蕨戸田市医師会新型コロナウイルス相
談センター＝月曜日～土曜日の午前９時
～午後５時　緯080・2365・8713

●埼玉県LINEコロナお知らせシステム＝
不特定多数の人が利用する施設や店舗など
で陽性者と濃厚接触をした可
能性のあるかたにお知らせを
します。詳しくは県ホームペ
ージでご確認ください。

新型コロナウイルス感染症の相談・お知らせシステム

▼
北
町
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル　

日
曜
日　

午
前
９
時　

北
小
学
校
体
育
館　

北

小
学
校
児
童
≪
大
矢
・
緯
050
・
７
１

２
９
・
６
９
３
０
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
長
～
小
学
生
≪
浦
野
・
緯
090
・
４

１
３
９
・
１
３
８
２
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
≪
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
お
し
ゃ
べ
り
で
ふ

れ
あ
い
交
流
）　
月
１
回　

正
午　

市

内　

５
０
０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８

５
０
１
≫

▼
塚
越
剣
友
会
（
剣
道
・
居
合
道
）

中
学
生
以
上
／
土
・
日
曜
日
・
祝
日

＝
午
前
６
時
50
分
～
８
時
半　

月
・

火
・
木
・
金
曜
日
＝
午
前
６
時
50
分

～
７
時
半　

水
曜
日
＝
午
後
７
時
～

８
時　

小
学
生
以
下
／
土
曜
日
＝
午

前
８
時
～
８
時
半　

水
曜
日
＝
午
後

７
時
～
８
時
（
相
談
可
）　

東
小
学

校　

現
在
３
歳
～
76
歳
が
活
動
中
で

す
≪
町
田
・
緯
441
・
０
５
６
９
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
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　10月１日現在で日本に住む全ての
人・世帯を対象に、５年に１回の国勢
調査が行われます。住みよいまちを
つくるための施策に役立てられる重
要な調査です。ご協力お願いします。

国勢調査にご協力ください
回答は10月７日まで

回
答
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す

問い合わせ
○�国勢調査コールセンター＝７日
（月）～ 10 月 31 日（土）
　午前８時～午後９時
　（緯 0570・07・2020）
○庶務課＝（緯 433・7705）

▲国勢調査
総合サイト

令和２年国勢調査の流れ

　調査時は、調査員証と腕章（下
写真）を着けた調査員が伺います。
なお、新型コロナ感染拡大を防ぐ
ため、原則非対面で調査します。

９月中旬～30日（水）
郵便受けなどに、調査票と
インターネット回答ＩＤを配布

10月７日(水)まで
原則郵送かインターネットで回答
※ �24 時間可能なネット回答がお勧めです

●一時的な資金の特例貸付／緊急小口資金＝休業などにより、生計
の維持が困難な世帯に、最大20万円の貸付を行います。総合支援資
金＝失業などにより、日常生活の維持が困難な世帯に最大月20万円
の貸付を行います。期間は原則３か月以内。詳細＝蕨市社会福祉協
議会（緯443・6051）

●住居確保給付金／離職または休業などで収入が減少し、住居を失
ったか、その可能性がある人へ家賃相当分の給付金を支給します。
詳細＝蕨市生活自立相談支援センター（緯445・1377）

●傷病手当金／蕨市国保か後期高齢者医療保険の加入者で、新型コ
ロナに感染または疑いで給与の支払いを受けられない人に手当を支
給します。詳細＝医療保険課（緯433・7736）

個人向けの主な支援策（各種条件あり）

●小規模企業者応援金第２弾／厳しい経営環境におかれている市内
の小規模企業者を応援するため、第１弾に続き、追加で10万円を給
付します。対象＝９月１日時点で、蕨市内で事業を行っている小規
模企業者で、今後も事業の継続を目指し、今年２月以降の収入のう
ち、最も低い月額が前年の月平均収入（法人は前年度）よりも減少
していること　申請・詳細＝11月30日までに必要書類を添付し、原
則郵送で商工生活室（〒335 ︱8790　蕨市中央５ ︱14 ︱15　緯433・7750）
※第１弾の給付を受けたかたには、市から申請書とご
案内を送付します（申請書類の一部省略可）。ＮＰＯ法
人や公益法人は、確定申告書や事業報告書等を基に、
事業性があるかで給付の可否を判断します。

●小規模企業者新型コロナ対策支援事業／対象＝市内に事業所を有
する小規模企業者で蕨商工会議所の支援を受け、小規模事業者持続
化補助金（以下補助金。同制度の詳細は蕨商工会議所（緯432・2655）
へ）の申請を行い、今年度中に採択結果が出たもの（採択日は今年
４月１日まで遡及）　補助金額／補助金が採択の場合＝補助金の支給
対象となる新型コロナ対策事業に係る経費のうち、事業者負担分（上
限25万円）　補助金が不採択の場合＝補助金の支給対象となる新型コ
ロナ対策事業に係る経費のうち、３分の２（上限25万円）申請・詳
細＝商工生活室（緯433・7750）※いずれも事業再開枠
は対象外。詳しい内容はホームページをご参照くださ
い。なお、対象となる事業者には、順次、蕨商工会議
所からご案内を送付します。

事業所向けの主な支援策（各種条件あり）

▼
パ
ル
レ
・
フ
ラ
ン
セ
（
フ
ラ
ン
ス

語
学
習
）　

火
曜
日
（
月
に
３
～
４

回
）　
午
前
中　

喫
茶
店
ま
た
は
く
る

る　

毎
回
２
０
０
０
円　

初
心
者
の

か
た
や
お
子
様
に
も
優
し
く
教
え
ま

す
≪
荒
井
・
緯
070
・
１
３
０
５
・
４

４
７
０
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
～
小
学
生

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）　
活
動
時
間

要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９
４
８
・

５
９
３
６
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
＆
ラ
ジ
オ
体
操　

絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
６
時
15
分

城
址
公
園（
市
民
会
館
裏
）≪
平
田
・

緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午

後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦

島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
ビ
ッ
グ
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）　
土
・
日
曜
日
・
祝
日　

午

後
１
時
（
時
期
に
よ
り
変
動
す
る
場

合
あ
り
）　
中
央
小
学
校　

小
学
生

１
世
帯
当
た
り
年
２
０
０
０
円
（
入

会
金
な
し
）　
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
貸
し
出
し
あ

り
ま
す
≪
菅
谷
・
緯
080
・
３
０
２
７
・

０
６
７
６
≫

▼
蕨
断
酒
会
（
酒
害
相
談
）　

１
日

（
火
）＝
中
央
公
民
館　

11
日（
金
）＝

南
公
民
館　

17
日（
木
）＝
旭
町
公
民

館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場

≪
高
橋
・
緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５

１
０
≫

●
ご
相
談
く
だ
さ
い
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8/28（金）～9/3（木） 4（金）～10（木） 11（金）～17（木） 18（金）～24（木） 25（金）～10/1（木）
00 市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

市政ガイド
新型コロナウイルスに
係る蕨市の対応について

05 タウンタウン
みんなで
大きな壁画をつくろう

タウンタウン
子育てぴよちゃん

in�中央公民館

タウンタウン
シニアヨガで健康づくり

in�松原会館

タウンタウンワイド

たんぽぽ保育園の
交通安全教室

白熱！ちびのびっこ
クラブのミニミニ運動会
駆ける東小っ子

Mizuno走り方教室

タウンタウン
０歳からの虫歯予防

10 蕨市政なう！

市民の健康と暮らし、
市内事業者の営業を守る

コロナ対策

市政ガイド

市民の命を守る防災拠点
消防署塚越分署新庁舎が
完成

特集・ウィークリープラス

～小さな蕨が大きく応援～
PayPayで最大30％

戻ってくるキャンペーン

蕨市政なう！

市民の健康と暮らし、
市内事業者の営業を守る

コロナ対策
15

20 採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

音楽が響き渡るまち
音でつながる

ホワイエライブ

市政ガイド
国勢調査にご協力ください

採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん
30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」９月の番組表CATV

都合により放映内容が変更となる場合があります　ご理解ご協力お願いします　詳細＝秘書広報課（緯433・7703）

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　蕨のご当地グルメ「和
わ

楽
ら

備
び

茶漬け」が市
内小・中学校の給食に初登場。７月16日に
は中学校で、７月22日と29日には小学校で
提供されました（写真は29日の塚越小学校）。
星型のかまぼこと溶き卵でわらび機まつり
の七夕飾りをイメージしたお茶漬けを、子
どもたちはおいしく味わっていました。

給食に和楽備茶漬け登場

　日本一早く実がなることで知られるわら
びりんごを使って、今年もわらびりんごサ
イダーを製造しました。８月５日からは、
スマイラ松原（錦町３ ︱３ ︱27）と市民体育館
（北町１ ︱27 ︱15）で販売を開始。はじける炭
酸と強い酸味が爽やかで、暑い日にもって
こいの１本です。ぜひ、ご賞味ください。

暑い日にぴったりの１本

　歴史民俗資料館で、毎年大人気の夏休み
体験講座が開かれました。今年は全部で３
講座。８月１日には、色とりどりの花びら
などで飾り付け、自分好みの香りをつけた
「ボタニカルキャンドル」作りを開催。参
加した小学生13人は、すてきな作品と、夏
の楽しい思い出を作り上げました。

キャンドル作りに挑戦！
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８
月
４
日
、
蕨
市
と
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
株
式
会
社
と
の
間
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
推
進
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
、
あ
わ
せ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
対
策
第
３
弾
で

実
施
予
定
の
地
域
活
性
化
・
消
費

者
応
援
事
業
に
つ
い
て
、「
小
さ
な

蕨
が
大
き
く
応
援
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
10
月
１
日
か
ら

の
１
か
月
間
、
市
内
の
対
象
店
舗

（
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
等
を
除
く
）

で
の
支
払
い
で
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

に
よ
る
決
済
を
行
っ
た
場
合
、
県

内
最
大
級
と
な
る
30
％
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
を
行
う
も
の
で
す
（
還
元

の
上
限
は
、
１
回
の
決
済
で
２
千

円
、
期
間
中
の
合
計
で
１
万
円
）。

参
加
す
る
に
は
ス
マ
ホ
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
利
用
方
法
が
分
か

ら
な
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
４
回

に
わ
た
り
相
談
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
現
在
、
市
内
店
舗
を
対

象
に
事
業
に
参
加
す
る
た
め
の
導

入
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
市
内
の
消

費
拡
大
を
図
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
状
況
に
あ
る
事
業
所
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
ポ
イ
ン
ト
還
元

に
よ
る
消
費
者
へ
の
応
援
、
更
に

は
、
感
染
防
止
に
有
効
と
言
わ
れ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

130

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は３日です。
10月は１日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

ＰａｙＰａｙと連携し10月に
30％のポイント還元を実施

－581－

　
「
兄
の
瑛
太
は
め
ん
ど
う
見

が
よ
い
し
っ
か
り
者
。
お
手
伝

い
を
進
ん
で
行
い
、
弟
の
奏
太

が
泣
い
て
い
た
ら
、
あ
や
し
て

安
心
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
奏
太

も
そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と

が
大
好
き
。
幼
稚
園
か
ら
瑛
太

が
帰
る
と
上
機
嫌
に
な
っ
て
、

瑛
太
の
歌
や
ダ
ン
ス
に
合
わ
せ
、

楽
し
げ
に
頭
を
振
る
姿
を
見
る

と
、
心
が
和
み
ま
す
。
兄
弟
の

き
ず
な
を
た
い
せ
つ
に
、
こ
れ

か
ら
も
仲
よ
し
で
い
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
、母
親
の
優
子
さ
ん
。

　現在、旭町公民館に縦3.3㍍、横2.8㍍の壁
画が飾られています。美術教室「アトリエ
まある」の生徒30人が描いた作品に、８月23
日、同公民館の「夏のウキウキこども教室」
に参加した児童11人の絵を加えた合作です
（協力：旭まちづくり夢工房）。「人と動物の
森」を題材にした力作をぜひ御覧ください。

みんなで大きな壁画制作

瑛
えい

太
た

ちゃん（３歳８か月）

奏
そう

太
た

ちゃん（０歳９か月）

土
つち

屋
や

　英
ひ で

則
の り

さん

　　　優
ゆ う

子
こ

さんの 長男・二男
中央在住

マ
ッ
サ
ー
ジ
で

深
ま
る
愛
情

　ママやパパの手で、小さな体を優しく包
み込むベビーマッサージ。先月、福祉・児
童センターで全３回にわたり、教室が開か
れました（写真は８月20日）。参加した親子
８組は、肌と肌のスキンシップを通じて、
楽しいひとときを過ごしていました。
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ど
も
の
虫
歯
で
悲
し
む
親

を
減
ら
し
た
い
ん
で
す
」

と
真
摯
な
表
情
で
夢
を
語
る
の
は
、

諸
永
千
尋
さ
ん
（
35
歳
・
塚
越
６

丁
目
）。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
、公

民
館
や
児
童
館
で
乳
幼
児
の
歯
の

健
康
講
座
を
開
き
、
虫
歯
予
防
の

た
い
せ
つ
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

歯
科
矯
正
な
ど
で
歯
医
者
に
通

っ
た
子
ど
も
時
代
。
看
護
師
の
母

の
影
響
も
あ
り
、
医
療
職
に
憧
れ

て
、歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
ま
す
。

転
機
は
専
門
学
生
の
と
き
。
小
児

歯
科
で
の
実
習
時
に
、
治
療
を
受

け
る
子
ど
も
に
「
ご
め
ん
ね
」
と

涙
を
流
す
何
人
も
の
母
親
の
姿
に

衝
撃
を
受
け
、
冒
頭
の
思
い
を
抱

き
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
科
医
院
に

就
職
後
、
お
菓
子
を
持
っ
て
来
院

す
る
子
に
虫
歯
が
多
い
と
感
じ
、

広
報
蕨
　
八
三
八
号
　
令
和
二
年
九
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
歯科衛生士 　

諸
もろ

永
なが

 千
ち

尋
ひろ

 さん

「

子

蕨の子どもの歯を守りたい

「
歯
医
者
に
通
う
前
の
段
階
で
、虫

歯
予
防
を
働
き
か
け
る
場
が
必
要

で
は
」と
、思
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
諸
永
さ
ん
の
思
い
が
形

に
な
っ
た
の
は
４
年
前
で
す
。
子

育
て
中
に
、
公
民
館
な
ど
で
マ
マ

友
か
ら
虫
歯
の
相
談
を
受
け
る
な

か
で
、
正
し
い
知
識
を
伝
え
る
場

所
づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
相

談
。
す
る
と
、「
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま

す
」と
快
諾
を
も
ら
い
、東
公
民
館

を
皮
切
り
に
、
塚
越
地
区
で
次
々

と
講
座
の
開
催
が
実
現
し
ま
す
。

　

講
座
の
特
徴
は「
イ
ン
パ
ク
ト
」

と「
母
親
目
線
」。
ジ
ュ
ー
ス
が
含

む
糖
分
を
角
砂
糖
で
見
せ
る
な
ど

視
覚
に
訴
え
る
こ
と
で
、
親
た
ち

に「
お
お
！
」と
い
う
反
応
を
生
み
、

リ
ス
ク
を
避
け
る
よ
う
導
き
ま
す
。

ま
た
、
う
ま
く
歯
が
磨
け
な
い
と

悩
む
親
に
は
、
子
育
て
経
験
を
基

に
、「
虫
歯
の
原
因
は
他
に
も
あ
る

の
で
、フ
ッ
素
を
使
う
、お
菓
子
を

控
え
る
な
ど
で
き
る
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う
」と
優
し
く
伝
え
ま
す
。

　

今
月
16
日
に
は
、
質
問
が
絶
え

な
い
人
気
講
座
「
０
歳
か
ら
の
虫

歯
予
防
」が
、コ
ロ
ナ
対
策
を
し
つ

つ
、
塚
越
児
童
館
で
開
か
れ
ま
す

（
25
日
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
一
部
を

放
映
）。声
が
あ
れ
ば
他
地
区
で
も

足
を
運
ぶ
と
語
る
諸
永
さ
ん
。
蕨

の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
も
歯
も
ぴ

か
ぴ
か
に
輝
く
日
を
目
指
し
ま
す
。

「母親目線で説明します」と白い歯を見せる諸永さん

Kawanabe
yosa

i

　
「
し
ん
ぼ
ふ
」
と
書
か
れ
た
赤
い
棒

か
ら
、
黄
色
い
糸
が
垂
れ
下
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
糸
に
つ
な
が
っ
て
い
る
上

段
の
人
々
は
、
機
織
り
や
農
作
業
な
ど

四
季
折
々
の
仕
事
を
「
辛
抱
」
強
く
励

ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
糸
が
棒
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
手
前
の
男
た
ち
は
酒
や

煙た
ば
こ草
な
ど
に
耽ふ

け

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ち
ば
ん
左
の
男
は
遊
女
に
追
い
か
け

ら
れ
た
拍
子
に
ひ
っ
く
り
返
り
、
糸
が

途
中
か
ら
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

幕
府
が
倒
れ
、
開
化
の
波
が
押
し
寄
せ

る
な
か
、「
心
棒
」
を
失
っ
た
士
族
た

ち
の
姿
を
風
刺
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.52─

暁斎筆
「応需 暁斎楽画 第十号 しんぼふ」

大判錦絵 

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中
｢筆禍事件から150年　暁斎の風刺画」展
同時開催　｢『狂斎百図』に見る暁斎のユーモア」展

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証

をご提示ください

詳　細＝同館（緯441・9780）

輝

いて
ます


